
前年度授業改善推進プランの検証 学習状況の現状と課題 指導方法の課題と授業改善策

第１学年

〇学園での研修・研究会では
「聞く・読む」ことに抵抗感な
く取り組むことができる児童・
生徒が多い一方で、「書く・話
す」ことを苦手としている児
童・生徒が多いということが、
各校での授業の様子やアンケー
トからのデータで明らかになっ
ている。
◎授業づくりにおいては導入部
の「聞く・読む」言語活動か
ら、主活動の「書く・話す」言
語活動にスムーズに接続し、パ
ターンプラクティスや反復ドリ
ルの時間を従来よりも多く設け
ることで、「書く・話す」こと
に抵抗感や苦手意識をもつこと
なく取り組む生徒を育てる。

〇英語を使った「聞く・読む・話す」活動に意
欲的に取り組む生徒が多く、活発な授業の雰囲
気が醸成されている。一方で、「書いて表現で
きるようになりたい」という意欲がある生徒が
多いものの、文法や単語のミスを繰り返しして
しまう傾向にある。
〇英会話や塾等、授業外で英語を学んでいる生
徒も多く、意欲的かつ主体的に授業に取り組む
生徒がいる一方で、習熟度の低さから学習意欲
の低下につながり、さらに習熟度が低くなると
いう悪循環の中にいる生徒も一定数存在する。

〇定期的な単語テストや長期休業明けの「スペリングコンテ
スト」の実施で、正確に英語を書くことに対する必要性やモ
チベーションの向上に努めている。小テストおよび定期考査
では、新出単語の書き取り問題の、平均で7割、最低でも3割
を正答する目標を設定している。
◎家庭での学習を「どのように」すべきかを示す見本とし
て、過去効果のあった家庭学習の実例をリストアップし、習
熟度の高い生徒の「自主学習ノート」のコピーを学年内で共
有することで、学習意欲の向上を図っている。また、継続的
に家庭学習に取り組むことを合わせて指導している。

第２学年

〇家庭学習については、ノー
トチェックの頻度を昨年度よ
り増やすことにより、多くの
生徒が学習の遅れをため込む
ことなく継続的に学習内容を
整理・定着させることができ
るようになった。
◎コミュニケーションを意識
した授業展開をすることで恐
れずに英語を使おうとする姿
勢が身に付いている生徒もい
る一方で、話すことに抵抗感
があり、アウトプットが苦手
な生徒もいる。

〇重要単語や文法事項の定着を目的として基本
文の暗唱活動を行ったことで、表現が徐々に定
着し、自ら他の文章に応用できる生徒が増加し
ている。
〇学習方法に選択肢を設け、自分の習熟度に応
じて選択できるようにし、モチベーションを保
ちながら積極的に活動に取り組むことができて
いる。
〇話す・書く活動において、提示された例文の
形通りには話すことができるものの、自分なり
にアレンジを加えたり、自分のことを表現した
りすることのできる生徒は少ない。

〇自己表現に向けた「書く活動」や「話す活動」を積極的か
つ段階的に取り入れ、その機会を増やし、生徒が自分のこと
を表現することに慣れていけるようにする。
〇引き続きゲームやクイズなどの活動を積極的に取り入れ、
苦手意識や抵抗感なく、英語を楽しく使うことができるよう
にする。
◎各パートの終末に、文法事項を自ら整理してまとめるワー
クシートやターゲット文法を用いて文章を書くワークシート
に継続的に取り組ませ、学習内容の定着を促進していきた
い。

第３学年

〇前年度の課題のひとつであっ
た家庭での学習習慣は多くの生
徒が取り組めるようになってき
ている。無理のない量の課題を
定期的に出すことにより取り組
める生徒が増えた。
◎これまでの２年間で大切にし
てきた音読をタブレットに配信
される「音読シート」を活用し
て自信を持って読める生徒が増
えている。
◎単元レポートをタブレット等
を使い、わかりやすく、まとめ
ることができるようになってい
る一方、知識として定着してい
ない部分もある。

〇帯活動における、ペアワーク（Q&A）ではオリ
ジナルの答えを言おうとする意欲も見られ、定
型文はもちろん、既習事項を使って自己表現し
ようとする生徒が増えている。
〇帯活動における、リーディング（長文読解）
ではスピーキングテストを意識して、黙読⇒音
読⇒QAの順で行い、少しずつではあるが苦手意
識が減ってきている。
〇新しい文法のアウトプットに課題を残してい
る。活用場面の設定が必要である。

〇低習熟度層への学習支援。定期考査前の補充教室を複数回
設定することや、自分で目標（合格点）を定めさせてスペリ
ングコンテストに挑ませる。また定期考査の前に行う単元テ
ストへの取り組みに対する細かい指導を実施する。
〇「書くこと」への苦手意識が根強くあるため、後期から帯
活動の一つとして既習事項をアウトプット（話す・書く）す
る活動を取り入れる。
◎タブレットに資料を配信し、全員に確実に教材が行き渡る
ように工夫した上で、音読練習時に自分のレベルにあった学
習方法で勧められるようにシートを工夫する。
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